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研究成果の概要（和文）：フィリピンのマニラ首都圏におけるスラム住民を対象とし、都市貧困層住民への所得補助事
業としての条件付現金給付プログラムに関して、調査を行った。調査は、住民へのインタビューやプログラム施行過程
の参与観察などを中心に行われた。本プログラムは、現金収入の限られた住民たちに、一定の購買力を与える効果はあ
る一方で、受益者に要求されるさまざまな条件が、住民たちに必ずしも受け入れられていない様子も明らかになった。
本事例は、貧困というリスクの管理、統治において、公助が脆弱な途上国において、自助に依存した支援が展開される
ときのさまざまな矛盾を示唆している。

研究成果の概要（英文）：This study analysed the contemporary regime of governing risk and reconfiguration 
of the social in the process of entrenching impact of neliberalism and globalization in developing 
countries such as the Philippines. Particulaly it focuses on the Conditional Cash Transfer Program, 
locally called 4Ps, among the slum residents of Metro Manila, the Philippines. The case of the 
Philippines is significant and suggestive because it indicates how, and in what way, undoubtedly 
neoliberal rationality of government of risks are often coexisting with seemingly contrary principles 
such as social welfare, redistribution, planning, and state intervention into the intimate sphere such as 
the family.
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１．研究開始当初の背景 
 １９９０年代以降グローバル化とネオリ
ベラリズムの潮流に浸透されつつある途上
国の社会政策の特徴を、統治性と主体構築を
キーワードとして、フィリピンにおける現地
調査に基づいて明らかにすることが、申請時
における研究の背景、動機であった。フィリ
ピンは、他のアジア、アフリカ等の途上国と
同様に、１９９０年代以降、福祉や社会サー
ビスの供給において、地方分権、NGO や企
業の前景化、そして個人や共同体の自助の強
調などが顕著に見られるようになった。フィ
リピンを事例とすることで、今日のネオリベ
ラルな潮流のもとでの社会政策とその実施
過程にみられる統治性と主体構築の動態に
関する民族誌的研究を行うことを意図した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、途上国の貧困緩和を目的とする
社会政策の実施過程において、国家、市民社
会、受益者住民など諸アクター間にいかなる
権力作用が生じ、その過程で住民はどのよう
な規範や合理性を内面化した主体となるこ
とが要請されているのか、このような点を、
フィリピン・マニラ首都圏の貧困層居住地区
の民族誌的事例から明らかにすることを目
的とする。本研究は、より望ましい政策・制
度構築を目的とする通常の実証的社会政策
研究の立場には立たず、むしろそのような研
究を批判的に補完することを意図する。特に、
具体的社会政策・制度に触発されつつ紡ぎだ
される人々の実践、語りに注目し、そこに表
現される人々の主観的意味世界を摘出する
ことを通して、今日必要となる社会政策の文
化人類学を練り上げることを目標とする。 
 
３．研究の方法 
本研究遂行にあたって採用された主要な方
法は、フィリピン・マニラ首都圏における非
正規居住地区、あるいはスラムにおけるフィ
ールドワークによる資料収集である。特に、
代表者が数年にわたって既に住み込み調査
の経験がある、マリキナ市マランダイ地区の
貧困層居住地区にてフィールドワークを行
い、現地語（主にフィリピン語）を用いたイ
ンタビューと参与観察を行った。さらに、現
地に密着したフィールドワークでは得るこ
とが困難な、政策や制度に関する資料は、政
府機関（特に社会福祉開発省など）、大学な
どの研究機関、NGO における関係者へのイン
タビュー、あるいは政府統計や政策評価報告
書などの二次資料、あるいは過去数年の主要
な新聞記事の閲覧などによって補足した。 
 
４．研究成果 
本研究では、フィリピンのマリキナ市マラ
ンダイ地区にて実施されている条件付現金
給付（Conditional Cash Transfer, CCT,現
地では 4Ps と呼ばれている）の事例に注目し
つつ、スラムの貧困統治における包摂と非包

摂のあり方を明らかにしてきた。4Ps の目指
す包摂とは、現金給付によって直接的に住民
の生活を改善したり向上させたりすること
ではなく、飽くまでも現金給付を呼び水とし
て、人々の志向性、願望、そして生活様式の
領域に介入することである。そこにおいて現
金はあくまでもフィリピン語のプログラム
名にある”pantawid”が示すように、「スプ
リング・ボード」であり、「橋渡し」なので
ある。そのような橋渡しに触発されつつ、受
益者達は自己と子供の「人的資本への投資」
の諸実践にいそしむことになる。そのような
諸実践により、人々は自己を知るための内省
的まなざしを持ちつつ、家族への任務と責任
を果たし、さらに隣人との紐帯を維持する存
在となることを要請される。人々は、規律、
自助、自律といった規範を内面化した主体と
なるべくエンパワーされ、そのような主体に
よって構成されるコミュニティの活性化が
期待されているといえよう。 
このように、４Ps の意図する貧困統治と包
摂のあり方とは、フィリピン社会に浸透する
ネオリベラルな統治性と、その具現としての
マリキナ市における都市統治という、より広
い文脈と呼応関係にあるものと捉えること
ができよう。ここには、ネオリベラルな合理
性が、貧困の社会的包摂のための福祉政策に
動員されるという、一見奇妙な結合があると
いえよう。しかし、政治経済的イデオロギー
としてのネオリベラリズムと、特定の主体を
生み出すための統治の技法としてのそれを
区別して考えるとき、このような結合は決し
て奇妙なものではなくなる。たとえば、文化
人類学者のファーガスンが、南アフリカの現
金給付政策の事例とともに論じたように、し
ばしば「人的資本への投資」、「自律」、「責任」、
「生産性」といったネオリベラルな価値は、
近代西欧的福祉国家を経験していない国々
における社会政策の正当化の論理として動
員される（Ferguson 2009）。本研究で検討し
たフィリピンの 4Ps も、同様にネオリベラル
な合理性に基づきつつ、貧困の社会的包摂を
目指す試みであったと考えることが出来る
であろう。 
本研究におけるマランダイ地区の事例か
らは、4Ps の描く包摂のビジョンにそって、
人々が自己とその生活を改編しようと試み
る語りや実践に従事する状況が理解できた。
しかし、その一方で明らかになったのは、プ
ログラムによって包摂されない様々な人々
の存在であった。それは受益者グループのメ
ンバーとして現金支給を受けつつも、子供の
継続的就学に非常な困難を抱える世帯、受益
対象から漏れてしまった世帯、そしてプログ
ラムに対する批判から「受給放棄」する世帯
などであった。しかしながら、これらの非包
摂の事例から4Psが失策であったと結論付け
ることが本研究の目的ではない。むしろ 4Ps
が依拠するネオリベラルな統治性それ自体
が、事例に見られたような包摂と非包摂を必



然的に内包するという点が本研究の結論で
ある。 
４Ps が意図する「人的資本への投資」の前
提として、人々は自分自身や子供に関する行
政上の書類や情報の適正な管理を要請され
る。しかしながら非包摂の事例は、そのよう
な適正な管理のための資金、知識、そして意
欲をもたないことから現金支給を受けられ
ないままの世帯の存在を示していた。また、
いまだ小学校を終えていないにもかかわら
ず、進級が遅かったために教育給付の支給対
象年齢の上限を超えてしまったり、学齢期の
児童を抱えながら苦しい家計であるにも関
わらず受益対象となっていない世帯の存在
は、4Ps が限られた財源の中でターゲティン
グと受益対象の制限をしなければならない
ことから必然的に起因する非包摂の事例で
あるといえよう。 
 全体として明らかになったのは、条件付現
金給付のプログラムが、政府によるセーフテ
ィネットの提供ではなく、むしろ「自助努力」
や「人的資本への投資」といったネオリベラ
ルな理念を標榜する一方、実際の資源分配は
パトロネージ（庇護）とクライエンテリズム
（忠誠）の規範に基づきつつ行われており、
また貧困層の間ではそのような規範の希求
が根深く存在するということである。パトロ
ネージとクライエンテリズムとは、貧困層と
政治的エリートの間に見られる、票と財・恩
恵の個別的かつパーソナルな交換関係であ
り、フィリピン社会に卓越するインフォーマ
ルな政治経済的制度であると規定できる。こ
のような制度は、汚職と腐敗の温床、市民社
会の発展を妨げる障害、そして「弱い国家」
の元凶として、特に国内のミドルクラスから
常に厳しい批判にさらされている。その意味
でこの制度は、社会の分断と断絶を再生産す
る脆弱性を内包する。しかしその一方で、貧
困層にとってこのような制度は、持つ者と持
たざる者がいかなる関係にあるべきか、両者
はどのように共存すべきか、そして両者の間
で資源はいかに分配されるべきかを示す規
範を示唆している。それは近代的政治経済制
度の確立とともに周縁化されるべき過去の
封建的遺物ではなく、むしろ国による公助あ
るいはフォーマルな制度による支援に頼る
ことのできない社会に現出する今日的リス
クと不確実性に対処するためのレジリエン
スのあり方であるともいえよう。本研究では、
このような脆弱性とレジリエンスの複雑な
絡み合いに注目した民族誌を作成した。 
最後に、本研究が示したのは、「社会的な
もの」によるリスクの統治は、常に解放と規
律化、包摂と非包摂の両者を併せ持つという
ことである。しかし、本研究における諸事例
からも理解できるように、包摂された者とさ
れざる者の境界は絶対的なものではなく、
様々な差異を伴った包摂と非包摂のあり方
があると考えられる。そこで必要になるのは、
一方で特定の社会政策レジームの固有性と、

他方でその政策の対象者である住民の生活
世界における実践の多様性という、両極に照
準を合わせつつ、包摂と非包摂のせめぎあい
を明らかにしてゆくことであろう。そのよう
な作業によって、今後必要となる、社会的領
域における連帯と共生のあり方を探る文化
人類学的アプローチが可能になるであろう。 
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